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１．はじめに  

本件で対象とする石炭殻混じり土砂は，昭和 30 年頃に埋め立てられ，区画整理事業に伴って発生するもの

である．発生した石炭殻を産業廃棄物として処理する場合，莫大なコストがかかるだけでなく，廃棄物処分場

の容量不足を助長する要因ともなる．そこで，石炭殻混じり土砂に対する各種土質試験を実施し，その有効活

用方法について検討を行った． 

２．調査・試験方法  

石炭殻混じり土砂の用途には，主に区画整理事業区域内

の道路や公園整備に使う盛土材等が考えられた．そこで，表

1 に示す調査を実施して石炭殻混じり土砂の物理特性，力学

特性を把握し適用性を検討した．なお，事前のボーリング調

査におけるコア観察によって石炭殻の混入状況を「多い」～

「なし」の 5 段階に区分し，その分布範囲を確認している．

本検討ではこの区分ごとに試料を採取し，石炭殻混入状況と

合わせて土質特性を確認した． 

３．試験結果  

（１）粒度 

石炭殻の混入状況によらずほぼ砂質礫または礫質砂に

分類され，建設発生土利用技術マニュアルによる区分 1）で

は第 1 種，第 2 種建設発生土に相当する． 

（２）密度 

石炭殻混じり土砂の土粒子密度（比重）は 2.2～2.4g/cm3
であり,石炭殻を混入しない土砂の 85%～92%程度と小さい．

現場密度試験および湿潤密度試験から求めた乾燥密度は 1.0
～1.2 g/cm3 であり，現地土砂のみの乾燥密度の 70％程度と小さい．  

（３）強度特性 

石炭殻混じり土砂は，締め固めた際のコーン指数が 2000～3000kN/m2，修正 CBR（最大乾燥密度 90％換算）

が 30～70 程度であり，いずれも石炭殻を混入しない土砂に比べて高い値である． 
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表 1 調査試験項目 

図 1 コーン指数・修正 CBR 試験結果 
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（４）pH 特性 

石炭殻混じり土砂の pH は 6.9～7.5 の範囲にあり，石炭殻を

混入しない土砂の pH（8.5）に比べてやや低い．表 2 に示され

た沖積土やマサ土とも同程度の範囲である． 

また水質汚濁防止法の排水基準（生活環境項目）の範囲内

（pH＝5.8～8.6）でもあり，周辺の公共用水域に対しても影響

のない数値である． 

（５）有害性 

別途実施した土壌汚染調査結果では，石炭殻に起因する有害

物質は検出されていない． 

４．石炭殻混じり土砂の利用用途の検討 

（１）路盤材への適用性 

アスファルト舗装要綱による路盤材料の品質規格 3)では，下

層路盤が修正 CBR20 以上，上層路盤が 80 以上である． 

CBR 試験結果からは，上層路盤には適用できないが，石炭

殻の混入量が「僅か」以上であれば修正 CBR20 以上であり，下層路盤に適用可能である． 

（２）路床材への適用性 

アスファルト舗装要綱では，路床の置換材料の修正 CBR を 20 を上限として評価する 4)．CBR 試験結果

からは石炭殻の混入量が「僅か」以上であれば修正 CBR20 以上であり，路床材として十分適用可能である． 

（３）他材料の代替材としての検討 

石炭殻の混入状況が「少ない」～「多い」に相当する土砂と，周辺の山土砂（ずり）やリサイクルセンタ

ーでの再生砕石とを比較した結果を表 3 に示す．石炭殻混じり土砂は，他の材料に比べて密度が小さく，締

め固めた際の強度が大きいという特徴があり，他材料と比較して有効な材料といえる． 

 

石炭殻混じり土砂 山土砂（ずり） 砕石（RC-40）

（リサイクルセンター）

礫分 48～64 79 87

砂分 27～41 17 13

細粒分 6～11 4 0

19.6～33.8 6.2 4.8

2.256～2.437 2.650 2.502

最大乾燥密度
（g/cm3）

1.221～1.486 2.162 1.986

最適含水比
（％）

10.0～28.4 6.4 6.0

ρdmaxの95% 75.6～100以上 52 58.4

ρdmaxの90% 52.5～73.7 33 25.0

CBR特性
（％）

粒度特性
（％）

含水比（％）

土粒子の密度（比重）（g/cm3）

締固め特性

 
５．おわりに 

本検討では，石炭殻混じり土砂の土質特性を調べ，道路の路床材や下層路盤材としての品質が十分確保で

きることを確認した．この結果，産業廃棄物として位置づけられる石炭殻を，事業区域内で有効活用すること

が可能となり，事業コストの縮減，廃棄物の減量化に貢献できた． 
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表 2 土縣濁液の pH 試験結果 2) 

表 3 石炭殻混じり土砂と他材料との比較 
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